
 

 

 

新型コロナウイルスワクチン接種状況及び追加（３回目）接種体制について 

 

１．接種状況（令和４年１月４日時点） 

（１）１回目接種終了 

 
接種者数 

合計 接種率 
10/1時点 

人口 集団接種 個別接種 

６５歳以上 １５，２６１ ３７，１０８ ５２，３６９ ９５．６％ ５４，７５１ 

１２歳以上 

６５歳未満 
２１，６０１ ７０，９１８ ９２，５１９ ８２．３％ １１２，４０７ 

合計 ３６，８６２ １０８，０２６ １４４，８８８ ８６．７％ １６７，１５８ 

 

（２）２回目接種終了 

 
接種者数 

合計 接種率 
10/1時点 

人口 集団接種 個別接種 

６５歳以上 １５，２９４ ３６，８５４ ５２，１４８ ９５．２％ ５４，７５１ 

１２歳以上 

６５歳未満 
２１，７４２ ６９，８２５ ９１，５６７ ８１．５％ １１２，４０７ 

合計 ３７，０３６ １０６，６７９ １４３，７１５ ８６．０％ １６７，１５８ 

 

（３）３回目接種終了 

 
接種者数 

合計 接種率 
10/1時点 

人口 集団接種 個別接種 

６５歳以上 ８ １２９ １３７ ０．３％ ５４，７５１ 

１８歳以上 

６５歳未満 
１４ １，４９６ １，５１０ １．５％ １０１，５０６ 

合計 ２２ １，６２５ １，６４７ １．１％ １５６，２５７ 

  

令 和 ４ 年 １ 月 １ ２ 日 

文教福祉常任委員会資料 

健康長寿部健康づくり推進課 



２．国からのワクチン供給見込み（令和４年２月末まで） 

ワクチン種類 回数 

ファイザー社 約３６，０００回分 

モデルナ社 約２９，０００回分 

 

３．接種券発送時期 

送付日 対象者 

令和４年１月１７日 令和３年６月２１日までに２回目の接種を終えた市民 

令和４年１月２４日 令和３年７月２日までに２回目の接種を終えた市民 

令和４年１月３１日 令和３年７月１１日までに２回目の接種を終えた市民 

  以後、２回目接種から７か月が経過する前に届けられるよう、順次接種券を送付する予定。 

 

４．追加（３回目）接種の接種体制 

（１）開始時期 

   政府の追加（３回目）接種前倒し方針を受けて、以下のとおり開始時期を前倒しする。 

  ア 医療従事者 

    １２月から個別接種を開始するとともに、１月には集団接種での接種も実施し、医師、歯

科医師、薬剤師等の医療従事者については、１月中に概ねワクチン接種を完了する予定。 

  イ 高齢者施設等の利用者および入所者 

    現在、各施設と調整をしている接種体制の構築が整い次第、１月中に接種を開始する予定。 

  ウ ア、イ以外の高齢者等 

    ２月中旬から、下表のとおり開始時期を前倒しする。 

種別 開始日 会場 

集団接種 令和４年１月２９日（土） 

宇治市役所会場 

（宇治武田病院会場と宇治徳洲会病院会場は 

令和４年２月１３日から開始する予定） 

個別接種 令和４年１月３１日（月） ７７医療機関 

 

  



（２）接種体制 

種別 会場 
週当たり接種回数 

（見込み） 

当面の 

使用ワクチン 

集団接種 

宇治市役所（毎週日曜日と土曜日（一部）） 

宇治武田病院（毎週日曜日） 

宇治徳洲会病院（毎週日曜日） 

約２，０００回 モデルナ 

個別接種 
市内７７医療機関 

および城陽市、久御山町に所在する医療機関 
約５，０００回 

ファイザー 

モデルナ 

 ※個別接種医療機関が予定している接種回数に対してファイザー社ワクチンの供給が不足して

いること、モデルナ社ワクチンは１バイアルあたり１５回以上の接種が必要であり、規模の大

きな接種会場向きであることから、当面、ファイザー社ワクチンを個別接種医療機関に供給し、

集団接種ではモデルナ社ワクチンを使用する。 

 ※１月２９日以降、集団接種の宇治市役所会場においては、ＪＲ宇治駅、京阪宇治駅、近鉄大久

保駅からの無料送迎を実施する。 

（３）予約受付方法 

   集団接種および宇治市が受付する個別接種については、コールセンター、郵送およびＷＥＢ

システムで予約受付を行う。 

 

５．モデルナ社ワクチンについて 

  英国の研究では、１・２回目接種でファイザー社ワクチンを受けた人が、３回目でファイザー

社ワクチンを受けた場合と、モデルナ社ワクチンを受けた場合のいずれにおいても、抗体価が十

分上昇することが報告されている。 

  また、厚生労働省の特例承認に係る報告では、モデルナ社のワクチンにおける３回目接種は、

１・２回目接種で用いた量の半量となり、２回目接種後と比較して、発熱や疲労などの接種後の

症状が少ないことが報告されている。 

 

６．今後の方向性 

  国からのワクチン供給状況を踏まえて、集団接種・個別接種全体で接種体制の拡充を検討する。 

 


